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１．中学生Miraiワークショップについて

１－１．開催の背景と目的

開催の背景

 伊勢崎市では、令和7年度を始期とする第3次伊勢崎市総合計画の策定を進めています。

 第3次伊勢崎市総合計画の策定においては、下記2点が重要です。

1. まちづくりに意欲がある市民または市と関わりがある立場の建設的な意見を取り入れること。

2. 計画の策定段階から市民が参画し、まちづくりについて主体的に検討していただくこと。

 将来（10年後）に伊勢崎市の中核を担う中学生に意見を計画策定に反映するため、「中学生Miraiワークショップ」を開催しました。

開催の目的

 第３次伊勢崎市総合計画の策定に当たり、本市の未来を担う中学生から意見を聴取することで、計画策定及び今後の市政運営に活用する基

礎資料とすることを目的としています。



・参加者は５人ずつAからHまでの８グループに分

かれ、ワークショップを行いました。

・参加者の考える伊勢崎市の「良いところ」「もっと

良くなって欲しいところ」をグループ内で共有した上

で、「あなたにとって大人になっても住み続けたくな

る伊勢崎市はどのようなまちでしょうか？」という問

いかけを議題にグループディスカッションをしていただ

き、市長・教育長に向けて発表していただきました

・市長と教育長が各グループを巡回し、議論に参

加するなどして、参加者との意見交換を行いました。

・意見は付箋に書き出し、右図のイメージのとおり

模造紙に貼って整理しました。
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１．中学生Miraiワークショップについて

１－２．開催概要・実施方法

参加者 学校教育課主催の語学研修に参加する市内の中学３年生４０名

実施方法

開催日時・会場 令和6年5月29日（水）18:45～19:50 市役所東館5階第1会議室

テーマ 「あなたの考える理想の伊勢崎市」

模造紙のイメージ

伊勢崎市まちづくり市民ワークショップの開催概要

 当日の開催概要は下表のとおりです。
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当日の流れ

 本市の概要や第3次伊勢崎市総合計画などの説明、ワークショップの進め方の説明を踏まえ、「あなたの考える理想の伊勢崎市」というテーマに沿っ

て話し合いました。

 はじめに、参加者の考える伊勢崎市の「良いところ」「もっと良くなって欲しいところ」をグループ内で共有していただきました。

 次に、「あなたにとって大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市はどのようなまちでしょうか？」という問いかけを議題に、グループ内で議論していただき

ました。議論の際は、市長と教育長が各グループを巡回し、参加者との意見交換を行いました。

 最後に、議論の結果をまとめ、グループごとに発表していただきました。発表後は、市長・教育長からフィードバックをいただきました。

手順１ 参加者の考える伊勢崎市の「良いところ」「もっと良くなって欲しいところ」をグループ内で共有

手順２

「あなたにとって大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市はどのようなまちでしょうか？」という問いかけに対

する回答を、グループ内で議論

※議論には、市長・教育長が参加

手順３
議論の結果をまとめ、グループごとに発表

市長・教育長からのフィードバック

当日の流れ

１．中学生Miraiワークショップについて

１－３．当日のスケジュール
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１．中学生Miraiワークショップについて

１－３．当日のスケジュール

全体スケジュール

 当日の全体スケジュールは下表のとおりです。

時間 項目 内容 担当

18：45～ 市長・教育長の挨拶 参加者への謝辞、開会の挨拶 伊勢崎市

18：50～ 伊勢崎市の概要・計画策定について説明 市の概要や人口、第３次総合計画について説明 監査法人トーマツ

18：53～ ワークショップの進め方について説明 ワークショップの進め方や話し合いのエチケットについて説明 監査法人トーマツ

18：56～ 自己紹介、アイスブレイク
グループの中で自己紹介し、伊勢崎市の「良いところ」「もっと

良くなって欲しいところ」を共有
参加者

19：06～ 話し合い テーマに沿った議論 ※議論には、市長・教育長が参加 参加者

19：18～ まとめ 議論の結果のとりまとめ 参加者

19：21～ 発表
議論の結果を会場全体で共有

市長・教育長からのフィードバック
参加者

19：45～ 市長・教育長のまとめ・お礼の言葉 参加者への謝辞、閉会の挨拶 伊勢崎市



２．参加者の意見
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２．参加者の意見

２－１．意見の分類

意見の分類

 ワークショップで出された意見を、次期計画の各政策の7分野に沿って分類しました。

 伊勢崎市の「良いところ」、「もっと良くなって欲しいところ」、「大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市」について、7分野ごとに意見の数を集計しました。
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参加者の意見をまとめたスライドの見方

２．参加者の意見

２－２．伊勢崎市の「良いところ」「もっと良くなって欲しいところ」

P8に示した次期計画の7つの

政策毎に整理しています

実際にいただいた意見を抜粋、要

約したものを掲載しています

いただいた意見の傾向を

端的にまとめています



２．参加者の意見

２－２．伊勢崎市の「良いところ」「もっと良くなって欲しいところ」

※当日出された意見を抜粋・要約の上、記載しています。

10

＜子育て・教育分野＞

良いところ もっと良くなって欲しいところ

学校生活の充実

 給食がおいしい

 部活動の頑張りを見てくれる

多様化するニーズへの対応

 学習スペースを増やしてほしい

 夜遅くまでやっている保育園が少ない

＜健康・福祉分野＞

良いところ もっと良くなって欲しいところ

（健康・福祉分野に関するご意見はありませんでした）

スポーツ施設の整備・充実

 スポーツ関連の施設を増やしてほしい

 グラウンドに風よけを整備して欲しい

 プールなどの運動場を増やしてほしい

 プールや涼しむためのスポットを増やしてほしい



２．参加者の意見

２－２．伊勢崎市の「良いところ」「もっと良くなって欲しいところ」

※当日出された意見を抜粋・要約の上、記載しています。
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＜産業・観光・文化分野＞

良いところ もっと良くなって欲しいところ

商業施設の充実

 食べ物がおいしい

 世界遺産がある

 遊園地がある

 スーパーなどが多くて便利

 お店の品揃えがいい

 遊べるところがたくさんある

 スマークなどの施設が充実している

活気あるイベント・遊べる場所の充実

 お店が少ない

 まちなかに活気がない

 趣味に打ち込める施設

 祭りがもっとあっていいと思う

 遊べるところがあんまりない

 駅近くにファストフード店がほしい

 気軽に友達と遊べるところを増やしてほしい



２．参加者の意見

２－２．伊勢崎市の「良いところ」「もっと良くなって欲しいところ」

※当日出された意見を抜粋・要約の上、記載しています。
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＜まちづくり分野＞

良いところ もっと良くなって欲しいところ

公園の充実・交通網の発達

 大きい公園が多い（華蔵寺公園、市民の森）

 コミュニティバスが無料で利用できる

 公園が多く、子供たちがよく遊んでいる

 住みやすい

 電車など交通の便がいい

 自動車の交通網が良い

 サイクリングロードが充実している

公共交通機関の充実

 電車の本数が少ない・待ち時間が長い

 公共交通機関が充実していない・不便

 新幹線を通してほしい

 自転車専用道路が少ない

 駅などに行くときの交通手段が少ない

 敷地があるのに公園が整備されていない

 交通の便が悪い

 歩道の整備（草刈り）などをもう少ししてほしい

 空き家・廃家の対策



２．参加者の意見

２－２．伊勢崎市の「良いところ」「もっと良くなって欲しいところ」

※当日出された意見を抜粋・要約の上、記載しています。

13

＜安心安全分野＞

良いところ もっと良くなって欲しいところ

災害の少なさ・治安の良さ

 災害が少ない

 大都市に比べると安全

街灯の整備

 夜道が真っ暗なところが多い

 事故が多い

 街灯を増やしてほしい

＜環境分野＞

良いところ もっと良くなって欲しいところ

自然の豊かさ

 自然が豊か

 市街地がある中で、自然が豊かな場所がある

 緑が多い

（環境分野に関するご意見はありませんでした）



２．参加者の意見

２－２．伊勢崎市の「良いところ」「もっと良くなって欲しいところ」

※当日出された意見を抜粋・要約の上、記載しています。

14

＜共生・共創・行財政分野＞

良いところ もっと良くなって欲しいところ

外国人の住みやすさ・良好な地域コミュニティ

 外国人が多い、外国人が住みやすい

 外国人の生徒が多く、色々な人と話せる

 外国の飲食店が多い

 子供が少ない分、仲がいい

 笑顔であいさつをしてくれる人が多い

 近所の人と仲が良い

多文化交流の推進

 文化の違いによるトラブルがないように交流を増やす

 ISECA（電子地域通貨）をもっと使用したい

 市民が外国語を知る機会がない
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意見の集計：伊勢崎市の「良いところ」「もっと良くなって欲しいところ」

２．参加者の意見

２－３．意見の集計

 伊勢崎市の「良いところ」「もっと良くなって欲しいところ」として挙げられた意見について、次期計画の7分野に分類しました(P8参照)。

 「良いところ」については、「まちづくり」に該当する意見が15件と最も多く、続いて「共生・共創・行財政」が11件、「産業・観光・文化」が7件となり

ました。

 「もっと良くなって欲しいところ」については、「まちづくり」に該当する意見が22件と最も多く、続いて「産業・観光・文化」が7件、「安心安全」が5件

となりました。

（n=43） （n=43）良いところ もっと良くなって欲しいところ
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２．参加者の意見

２－４．大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市

グループの意見をまとめたスライドの見方
A～Hまでの当日のグループ

を示しています

各グループが発表した

「大人になっても住み続けたくなる

伊勢崎市」を掲載しています

「大人になっても住み続けたくなる

伊勢崎市」に含まれる要素を、

付箋の意見や当日の発表から抜

粋しています。

「大人になっても住み続けたくなる

伊勢崎市」と関連性のある主な

政策分野を掲載しています。

「大人になっても住み続けたくな

る伊勢崎市」に含まれる要素とし

て上で掲載したもの以外の意見

を、その他の意見として抜粋し、

掲載しています。
当日の発表後に、市長または教

育長からいただいたコメントを要約

して掲載しています。
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あなたにとって大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市はどのようなまちでしょうか？

２．参加者の意見

２－４．大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市

＜住み続けたくなる伊勢崎市＞

色々な設備が整っていて教育の支援が手厚いまち

<関係する主な政策分野>

子育て・教育、健康・福祉、産業・観光・文化、まちづくり

<その他の意見>

＜市長コメント＞

・色々な世代の方から話を聞く中で、施設の整備についての意見はよく

いただきます。できるもの・できないものがありますので、その施設がどうし

て必要なのか、費用がどれくらいかかるのかなど、しっかり相談しながら、

これからの計画を一緒に考えて行ければと思います。

Aグループ

• 公園などの遊べる場所が多

い

• スポーツセンターを増やして

ほしい

• 買い物ができるお店や飲食

店が多い

• 教育の支援

＜住み続けたくなる伊勢崎市＞

きれいで、人が集まる場所がたくさんあるまち

<関係する主な政策分野>

産業・観光・文化、まちづくり、安心安全、共生・共創・行財政

<その他の意見>

＜市長コメント＞

・市役所がやるべきことはたくさんありますが、市役所だけでは実現でき

なくて、市民の方と一緒に取り組んでいかなければなりません。きれいな

まちを目指すなら、市民の皆さんにも、市を自分の部屋のようなつもりで

きれいにしていただく方法を考える必要があります。それをこれから、皆さ

んと一緒に作っていきたいと思います。

Bグループ

• 治安が良い

• 静か

• きれいな景観で住み心地

が良い

• 充実した遊び場所

• 商店街がにぎやか

• イベントが欲しい

• いろんな世代での交流がある

• 駅前の活性化

• 治安が良い

• 地域全体が仲が良い

• 緑（自然）いっぱいの町

• 地域とのつながりが多い

• SNSをもっと盛り上げる

• 地産地消、ご飯がおいしい

• 災害時の支援

• 自慢できるものがある

• 子育て、老後の支援が充実

している
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あなたにとって大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市はどのようなまちでしょうか？

２．参加者の意見

２－４．大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市

＜住み続けたくなる伊勢崎市＞

安全でみんなが楽しめる

<関係する主な政策分野>

産業・観光・文化、安心安全

<その他の意見>

＜市長コメント＞

・安心安全でみんなが楽しめるまちを作っていくというのは、合併前から

今に至るまで目指しているところです。街路灯が少ないなどのご意見も

いただきましたので、引き続き安心安全なまちづくりを進めていきます。

・市の良いところに「外国人が多い」を挙げてくれたこと、そうした考え方

を持っていることが、大変ありがたいです。

Cグループ

• 安全に暮らせる

• 安全なまち

• 怖くて眠れないよりも、安心

して眠れるまち

• みんなが楽しめるイベント

• カラオケやボウリング

• 大型ショッピングモール

• スーパーや飲食店

• 華蔵寺遊園地の遊具の充

実 など

＜住み続けたくなる伊勢崎市＞

交通網が多く、他の市に負けないまち

<関係する主な政策分野>

産業・観光・文化、まちづくり

<その他の意見>

＜教育長コメント＞

・高崎市へ人が流れてしまうという話があって心配もありましたが、交通

網の充実という基本的なところに着目したのが立派だなと思いました。く

わまるパークなど、とても魅力的な意見もありました。

Dグループ

• 電車の本数が多い

• 様々な都市に便利に移動

できる

• 通学や遊びに出かけるのに

不便がない

• 若い人が多い

• テーマパーク

• ショッピングモール

• 観光客が多い

• 働く場所が多い など

• 教育や、子供の成長にかかる

費用の援助

• 交通が便利

• 文化が継承されていく

• 世界的に有名なものがある

• 学校数を増やす など

• 休日の過ごし方の幅が広い

• みんな仲良し

• 自然が豊か

• もっと良くなってほしいところが

改善されている など
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あなたにとって大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市はどのようなまちでしょうか？

２．参加者の意見

２－４．大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市

＜住み続けたくなる伊勢崎市＞

あいさつがとびかう安心安全なまち

<関係する主な政策分野>

健康・福祉、まちづくり、安心安全、環境、共生・共創・行財政

<その他の意見>

＜教育長コメント＞

・「心の安全」という独自の視点がありました。お互いに悩みや辛さを分

かち合えるようなところを大事にする、素敵なまちづくりのコンセプトをいた

だきました。

Eグループ

• お互いが協力し合える地域

• 地域の人たちも皆があいさ

つできる

• あいさつしやすい

• きれいで安全

• 事件や事故が少ない

• つらい時に寄り添ってくれる、

心の拠り所としての友達や

施設

＜住み続けたくなる伊勢崎市＞

人が多くて交通の便が良くて、娯楽の多いまち

<関係する主な政策分野>

産業・観光・文化、まちづくり、共生・共創・行財政

<その他の意見>

＜教育長コメント＞

・ユニークな発想が多く、よくまとめてもらいました。人の賑わい、人が多く

なければという課題をメンバーが共通して持ち、そのために何をすればい

いか、という視点で交通の便や娯楽に着目してくれました。人の賑わい

を大切にしたまちづくりを教えてもらいました。

Fグループ

• 人口の多いまち（様々な課
題の根本は人口の少なさ）

• 電車の本数を増やす

• 移動手段、交通手段が多

い

• インフラ整備をしっかりやる

• テーマパークのような施設

• ラグビーの普及

• ショッピングモールなどを作る

• 親しみやすいキャラクター（く

わまる）をSNSで発信

• 子育ての支援が手厚い

• 公共施設、ショッピングモール、

アトラクションを整備

• 電車の本数が多い など

• 安全な、治安がいいまち

• 事件や事故が少ない
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あなたにとって大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市はどのようなまちでしょうか？

２．参加者の意見

２－４．大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市

＜住み続けたくなる伊勢崎市＞

公共交通機関が充実していて、広い世代が楽しめる

レクリエーション施設が豊富、治安が良い

<関係する主な政策分野>

産業・観光・文化、まちづくり、安心安全、共生・共創・行財政

<その他の意見>

＜教育長コメント＞

・たくさんの意見を付箋に書き出し、よくまとめてくれました。人が賑わう

にはどうしたら良いか、その時の交通手段はどうするかなど、色々な意見

が出ていました。皆が楽しめる場所づくりというのは、とても参考になりま

すし、力を貸してほしいです。

Gグループ ＜住み続けたくなる伊勢崎市＞

電車・ライブ・環境

<関係する主な政策分野>

産業・観光・文化、まちづくり、安心安全、共生・共創・行財政

<その他の意見>

＜市長コメント＞

・ライブをコンセプトにするというのは、若い皆さんでないとなかなか出てこ

ないものですので、こういった意見を聞けたのがありがたく思います。若い

世代の方が楽しんでいるeスポーツやライブの要素もまちづくりに取り入れ

ていかなければいけないと実感しました。

Hグループ

• 子ども食堂、子育て支援

• 子育ての支援が手厚い

• 災害対策バッチリ

• 自然がをもっと多く

など

• 電車の本数が多い

• 道路の整備、道が

きれい

• 県外へ行きやすい

• 過疎エリアに駅を

• 10代が楽しむ場所

• カラオケ、カフェなど

の施設を増やす

• 室内で楽しむ施設

• 街灯が多い

• 空き家、廃屋が少

ない

• 元気なあいさつ

• 電車の本数が多い • 大きいイベントが開

催できるドームなど

の施設をつくる

• 有名な歌手やアイ

ドルのライブ など

• 住みやすい環境

• 自転車道の整備

• 治安が良い

• 便利なお店がたくさ

んある など

• 人が優しい

• 年齢関係なく活気があふれる

• サイクリングロードの整備

• 自慢できる市 など
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意見の集計：大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市

２．参加者の意見

２－５．意見の集計

 「大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市」として挙げられた意見について、次期計画の7分野に分類しました(P8参照)。

 「産業・観光・文化」についての意見が67件と最も多く、次点で「まちづくり」が36件、「共生・共創・行財政」が28件と続きました。

 「産業・観光・文化」の中でも、多くの人が集まれる場所の整備やイベントの開催など、賑わい創出に関係する意見が多く挙げられました。

（n=175）大人になっても住み続けたくなる伊勢崎市



３．参加者アンケートの結果
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３．参加者アンケートの結果

１．本日のワークショップに参加して良かったと思いますか？

 ワークショップ終了後にアンケートを実施し、33人の参加者から回答いただきました。

２．本日のワークショップでは自分の意見を発言できましたか？

そう思う ややそう思う
どちらともいえな

い
あまりそう思わない そう思わない 合計

２５人

（75.8％）

７人

（21.2％）

１人

（3.0％）
０人 ０人

３３人

（100％）

発言できた やや発言できた どちらともいえない
あまり発言できな

かった
発言できなかった 合計

２７人

（81.9％）

５人

（15.1％）

１人

（3.0％）
０人 ０人

３３人

（100％）

３．伊勢崎市のまちづくりに対する関心は高まりましたか？

高まった やや高まった どちらともいえない あまり変わらない まったく変わらない 合計

１７人

（51.5％）

１４人

（42.4％）

１人

（3.0％）

１人

（3.0％）
０人

３３人

（100％）

４．こうした機会があればまた参加したいと思いますか？

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 合計

２５人

（75.8％）

７人

（21.2％）

１人

（3.0％）
０人 ０人

３３人

（100％）

※割合については、小数点第２位を四捨五入しており、合計が100％にならないことがあります。
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３．参加者アンケートの結果

５．本日のワークショップの中で言えなかった意見や、気づいたこと、感じたことがあればお聞かせください。

回答

他の学校の子と話す機会はあまりないのですごく良い機会でした。

とても柔らかい雰囲気の中で話し合いが出来たので、話しやすかったし楽しかったです！

【まちづくり】電車の本数もそうだがバスの本数も増やして欲しいと思った。

【産業・観光・文化、共生・共創・行財政】伊勢崎市は外国人が多くいるので、バラバラにある外国の料理店や文化についての

お店などを集結させて「異文化街」などとすれば、観光客も増えるだろうし、異文化に触れるきっかけになると思います。

伊勢崎市のこれからについて楽しみながら考えられました。

いろいろな意見が聞けたこと、さらに、市長や教育長と直接話すことができたので良かったです。

【産業・観光・文化、共生・共創・行財政】ちいたん というキャラクターはSNSで若者や外国人の人気を得ている。それを真似

し、くわまるもSNSを通して人気になり認知度が増せば、伊勢崎市に興味を持って足を運んでくれる人が増えると思う。

【産業・観光・文化】たくさん公園があるのに、そこで起こるイベントが少なすぎる。そのうち廃れていってしまう。お祭りやバザーなど

のイベント活動を実施するべき。

【まちづくり】町の景観が悪い。古い家や空き家が多い。今にも崩れそうで危ない建物が多くある。誰かがいたずらで入ったり、小

さい子が迷って入ってしまった時危ない。

【産業・観光・文化、共生・共創・行財政】今日話し合って過去を振り返ると、伊勢崎に住んでいる人たちは伊勢崎のことを知

らなすぎるのだと思う。だから伊勢崎の良さと凄さを楽しく紹介していく機会を設けるべきだ。

 次期計画の７政策と関連がありそうな意見は、文頭に【 】で政策を示しています。
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３．参加者アンケートの結果

回答

今回のワークショップで初めて合う人たちと話すことは正直とても緊張したけれど、自分とは違う意見や共感できる良い意見をたくさ

ん聞く事ができてとても良かったと思いました。沢山の意見を聞く中で、「伊勢崎市に大きなライブ会場がほしい」と言う意見を聞い

て「私もほしい！！」と思う事ができました。普段あまりできない体験だったのでとても良い経験になりました。グローバルキャンプがもっ

と楽しみになりました。

私は、普段伊勢崎には学校があるので通っているという身ですが、今回その伊勢崎について考える機会をいただき良かったです。今

までやや私たちが伊勢崎市をより良くするにはなにができるのだろうかと少し戸惑いがありましたが、中学生だからこそ思いつく提案も

あることが分かりました。また、普段は他校の生徒とは関わる機会がありませんが、今日初めて話してみて緊張もありましたが、お互

いに話すことができて楽しかったです。

意見

【共生・共創・行財政】外国籍の方でも分かりやすい市のルールブックを作ってほしい。

感想

初対面の人ばかりで自分の意見を言ったり、グループの人と仲良くしたりできるか不安でした。けど、自己紹介や意見発表の時間が

一人一人にあったため、皆が平等に発言できる環境で安心してワークショップに参加できました。

今日はありがとうございました。

今回参加してみて、とても楽しかったので、こういった普段学校の違う子達と話せるワークショップが増えると良いと思いました。

また、普段の授業の中でも、グローバルイングリッシュキャンプの様な体験が出来る機会があると、英語学習も向上すると思いました。

今回、違う中学校の人たちとも話せたことで自分では気づけなかったアイデアをたくさん知ることが出来ました。

５．本日のワークショップの中で言えなかった意見や、気づいたこと、感じたことがあればお聞かせください。

 次期計画の７政策と関連がありそうな意見は、文頭に【 】で政策を示しています。
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３．参加者アンケートの結果

回答

【産業・観光・文化、共生・共創・行財政】SNSが発達している今の時代に伊勢崎市公式アカウントを活用しないのはもったいない

と思った。外国の方が沢山いる浅草から電車一本で来れるアクセスの良さがあればSNSで人気になっていたところだから簡単に行け

るし試しに行ってみようという流れにもなると思った。SNSを活用するのが得意な若者が伊勢崎市の良さを発信してみるという簡単

なことをきっかけに興味を持つことで伊勢崎市の発展にながると思った。

伊勢崎市には、もっと直せることがあるなと思った。

【まちづくり、環境】伊勢崎市は公園や緑が多くていいなと改めて感じました。

５．本日のワークショップの中で言えなかった意見や、気づいたこと、感じたことがあればお聞かせください。

 次期計画の７政策と関連がありそうな意見は、文頭に【 】で政策を示しています。


